
STI for SDGs についての日本アフリカ大臣対話 

令和元年 8 月 28 日 於 横浜 

○ 議事次第(仮訳) 

 

10:00～ 開会発言  柴山昌彦 文部科学大臣、 

サラ・アニャン・アグボール アフリカ連合人的資源・科学技術委員、 

岸輝雄 外務大臣科学技術顧問 

10:15～ セッション 1 (STI for SDGsに関する動向・政策の紹介) 

➢ 国内外の STI for SDGsに関する最近の動向 

中村道治（国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)顧問・国連「１０人委員会」メ

ンバー） 

➢ STI for SDGにおける日本政府の取組 

松尾泰樹（内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション担当）） 

➢ ケニアにおける STIロードマップ 

ジョージ・アルバート・オモレ・マゴハ（ケニア教育省 教育長官） 

➢ 研究と高等教育に関するアフリカ諸国との国際協力 

山脇良雄（文部科学省 文部科学審議官）、 

里見進（独立行政法人日本学術振興会(JSPS)理事長） 

➢ 日アフリカ共同研究の新たなファンディング・スキーム“AJ-CORE” 

モラポ・コベラ（南アフリカ国立研究財団(NRF)理事長）、 

濵口道成（国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)理事長） 

➢ アフリカにおける STIの促進と高度な人材育成に向けた日アフリカ協力体制 

鈴木規子（独立行政法人国際協力機構(JICA)副理事長）、 

ハーリド・アテフ・アブデルガッファール（エジプト高等教育科学研究省 高等教育

科学研究大臣)  

➢ 日本数学会とアフリカ数理科学研究所とのアフリカ若手人材育成にかかる協力関係の

構築 

バリ―・グリーン（アフリカ数理科学研究所(AIMS)所長)、 

小谷元子（東北大学材料科学高等研究所(WPI-AIMR)所長・日本数学会元理事長） 

➢ エジプト国内における AI戦略 

ハーリド・アテフ・アブデルガッファール（エジプト高等教育科学研究省 高等教育

科学研究大臣） 

11:10～ 集合写真及びコーヒーブレイク 

11:35～ セッション 2 (日アフリカ科学技術協力の優良事例の紹介) 

➢ 寄生植物（ストライガ）対策 

エリウド・キレガー（ケニア農業・畜産研究機構(KALRO)機構長）、 

伊丹健一郎（名古屋大学ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾏﾃｨﾌﾞ生命分子研究所(ITbM)拠点長・名古屋大学教

授） 

➢ マラリア対策 

ネビル・スウェイド（気候地球システム科学応用センター センター長代行）、 

フランシスコ・ムボファナ（モザンビーク保健省 エクゼクティブ・セクレタリー）、 

皆川昇（長崎大学教授、熱帯医学研究所） 

12:05～ セッション 3 (意見交換) 

12:55～ 閉会発言 柴山昌彦 文部科学大臣 


